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　入院や外来などにおいて一部負担金額が高額
になった場合、限度額適用認定証（または限度
額適用・標準負担額減額認定証）を提示するこ
とで、一部負担金額を下記区分に応じた限度額
に抑えることができます。ただし食事代や差額
ベッド代、文書料などの保険診療外は限度額に
含まれません。
　なお、認定証は申請交付となりますので病院
などの窓口で自己負担額をお支払いする前に市

～自己負担限度額区分（月額）～
所得＊区分 限度額（3回まで） 4回目以降

ア 所得901万円超 25万2,600円
＋（総医療費－84万2,000円）×1% 14万1,100円

イ 所得600万円超
901万円以下

16万7,400円
＋（総医療費－55万8,000円）×1% 9万3,000円

ウ 所得210万円超
600万円以下

8万100円
＋（総医療費－26万7,000円）×1% 4万4,400円

エ 所得210万円以下
（住民税非課税世帯除く） 5万7,600円 4万4,400円

オ 住民税非課税世帯 3万5,400円 2万4,600円
＊所得とは総所得金額などから基礎控除額（33万円）を差し引いた額です 

役所に申請してください。
● 70 ～ 74歳の方も住民税非課税世帯であれば
限度額適用・標準負担額減額認定証を申請す
ることが可能です。上記世帯以外の方は、保
険証と高齢受給者証を提示すれば限度額適用
となります。ただし区分および計算方法が下
記とは異なりますので詳しくは市民課までお
問い合わせください

　国内にお住まいの20歳以上60歳未満の方は、国
民年金に加入することが義務付けられています。

●どんな時に国民年金に加入するの？
①20歳になったとき（厚生・共済年金加入者を除く）
※ 国民年金加入手続きの通知は、誕生月の前月
に日本年金機構よりご本人さま宛に届きます
②仕事をやめたとき
③配偶者の扶養から外れたとき

●国民年金（基礎年金）は暮らしを支えます！
　老齢基礎年金は老後の生活を、障害基礎年金は
病気やケガで障害を負った方の生活を、遺族基礎
年金は加入者が亡くなったときに子のある妻また
は、子の生活をそれぞれ支えてくれます。
● 平成28年度国民年金保険料は月額1万6,260円
です
　保険料はまとめて先払い（前納）することで割
引される制度や、納付が困難な方のために納付猶
予・免除制度もありますので、ご相談ください。

　60歳を過ぎた方でも、「60歳から65歳未
満」の5年間、国民年金の保険料を納めること
で、老齢基礎年金額を増やせる「任意加入制度」
があります。
●任意加入できる方
① 日本国内に住所を有する60歳以上65歳未満の方
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方
③ 20歳以上60歳未満までに保険料の納付月数が
480月（40年）未満の方
　なお、加入できる期間は、60歳の誕生日の前日
から65歳の誕生月の前月末までです。申出を
行った日が加入日になり、さかのぼっての加入は
できません。
※納付方法は口座振替が原則となっています

年金の加入記録が確認できます！
　これまでの年金加入記録などが確認でき
る「ねんきんネット」をご利用ください。

限度額適用認定証をご利用ください！限度額適用認定証をご利用ください！

国民年金加入の国民年金加入の
　手続きをお忘れなく！　手続きをお忘れなく！

任意加入制度を任意加入制度を
ご存知ですか？ご存知ですか？

国
保

年
金

問　市民課（市役所１階）☎88 ｰ 8102
　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 2316

20～ 59歳
の方

60～ 64歳
の方

70歳
未満の方

問　市民課（市役所1階） （☎88 ｰ 8102）

自己負担額の計算方法
①月ごと　②医療機関ごと　③
医科・歯科　④外来・入院ごと 
以上の４つにおいて、限度額を
超える場合に適用されます。

所得区分オ(非課税)の方は、認定
証を提示すると標準負担額（食
事代）が360円から210円へ減
額となります。
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平
成
29
年
度
・
30
年
度

勝
山
市
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請

お
よ
び
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
・
30
年
度
に
お
い

て
、
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

工
事
関
係
委
託
、
そ
の
他
委
託
、

物
品
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
、

指
名
競
争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約

に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の

と
お
り
資
格
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
記
載
事
項
を
ご
確
認
の
上
、

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※ 

少
額
の
発
注
に
つ
い
て
も
、
入

札
参
加
資
格
登
録
業
者
へ
発
注

す
る
の
で
、
必
ず
競
争
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
10
万
円

未
満
の
そ
の
他
委
託
、
物
品
等

お
よ
び
小
規
模
修
繕
の
場
合
は

適
用
除
外
）

申
請
区
分
▼
次
の
４
つ

①
建
設
工
事

　

建
設
業
法
に
規
定
す
る
29
業
種

②
工
事
関
係
委
託

測
量
、
土
木
関
係
コ
ン
サ
ル
、

建
築
関
係
コ
ン
サ
ル
、
地
質
調

査
、
補
償
コ
ン
サ
ル

③
そ
の
他
委
託

清
掃
、
警
備
、
設
備
保
守
、
廃

棄
物
処
理
、
調
査
、
運
搬
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務
等

④
物
品
等

文
具
、
医
療
薬
品
、
印
刷
製
本
、

写
真
、
電
気
通
信
機
器
、
消
防

機
器
、
機
械
器
具
、
車
両
類
、

燃
料
、
繊
維
・
被
服
、
日
用
品
、

装
飾
、
看
板
、
楽
器
・
運
動
具　

他

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕

契
約
の
う
ち
、
内
容
が
軽
易
で
か

つ
少
額
な
修
繕
契
約
（
原
則
と
し

て
１
件
の
金
額
が
50
万
円
未
満
）

を
希
望
す
る
市
内
に
本
店
を
有
す

る
法
人
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
事
業
者
の
受
注
機
会
を
拡
大

し
ま
す
の
で
、
登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
記
載
事
項
等
を
ご
確
認
の

上
、
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
請
区
分
▼
次
の
２
つ

①
建
築
関
係

金
属
製
工
作
物
修
繕
、
木
製
造

作
修
繕
、
木
製
工
作
物
・
建
具

修
繕
、
左
官
修
繕
、
石
修
繕
、

屋
根
修
繕
、
溶
接
修
繕
、
板
金

修
繕
、
ガ
ラ
ス
・
金
属
製
建
具

修
繕
、
塗
装
修
繕
、
防
水
修
繕
、

壁
・
天
井
、
床
、
カ
ー
テ
ン
修

繕
、
畳
修
繕

②
設
備
関
係

電
気
設
備
修
繕
、
空
調
設
備
修

繕
、
給
水
設
備
修
繕
、
排
水
・

衛
生
設
備
修
繕
、
ガ
ス
給
湯
設

備
修
繕
、
消
防
設
備
修
繕
、
石

油
給
湯
設
備
修
繕

申 

請
期
限
▼
１
月
31
日
㈫
ま
で

※ 

受
付
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後

5
時
、
土
日
祝
日
を
除
く

申 
請
方
法
▼
申
請
書
な
ど
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
総
務
課
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
市
外

業
者
は
郵
送
可
）

そ 

の
他
▼
申
請
要
領
お
よ
び
様
式

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
総

務
課
で
配
布
（
有
料
）
し
ま
す

申
・
問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

勝
山
市
競
争
入
札
等
参
加

資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

登
録
に
つ
い
て

申
請
方
法
に
つ
い
て

公
民
館
職
員
の
体
制
を
見
直
し
ま
す

公
民
館
職
員
の
体
制
を
見
直
し
ま
す

　

市
で
は
、
第
２
次
勝
山
市
行
財

政
改
革
実
施
計
画
に
基
づ
き
、「
公

民
館
職
員
の
嘱
託
化
」
の
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、
各
地
区
の
公

民
館
運
営
審
議
会
や
区
長
会
へ
複

数
回
出
向
き
、
公
民
館
職
員
体
制

の
見
直
し
に
つ
い
て
素
案
を
示

し
、
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
、

協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
の
方
針
を
ご
理

解
い
た
だ
け
た
こ
と
か
ら
、
平
成

29
年
度
よ
り
順
次
、
職
員
の
嘱
託

化
を
行
い
ま
す
。

※ 

見
直
し
後
も
、
各
公
民
館
の
職

員
数
は
維
持
し
ま
す

　

新
体
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
段
階
を
踏
ん
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
計
画
年
度
１
年
目

　

１
人
目
の
嘱
託
主
事
を
採
用

し
、
正
職
員
の
主
事
と
と
も
に
事

務
を
行
い
な
が
ら
引
き
継
ぎ
を
受

け
る

◆
計
画
年
度
２
年
目

　

２
人
目
の
嘱
託
主
事
を
採
用

し
、
正
職
員
の
主
事
は
異
動
す
る

問 　

生
涯
学
習
課
（
教
育
会
館
２

階
） 

☎
88
‐
８
１
１
４

公民館職員体制図

館長（嘱託・再任用、６時間勤務）
主事（正職員、7時間45分勤務）
社会教育指導員（臨時、5時間勤務）

館長（嘱託・再任用、６時間勤務）
主事（嘱託、7時間15分勤務）
主事（嘱託、7時間15分勤務）

現

新

新体制への移行スケジュール
計画年度

区域 Ｈ29・Ｈ30 Ｈ30・31 Ｈ31・32
南部区域 猪野瀬公民館 遅羽公民館 平泉寺公民館
中部区域 勝山公民館 野向公民館 村岡公民館
北部区域 荒土公民館 鹿谷公民館 北郷公民館
※ 平成29年度採用の嘱託主事の選考については、
　１月～２月を目処に公募、試験を行う予定です


